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＜連絡事項＞

・特になし
　　

＜患者様連絡事項＞

・居ヶ内　よね様～食事摂取状態不良なことから点滴2本処方となる。また、大腿部の疼痛の訴えあり。明日レントゲン検査予定。
・小笠原　澄子様～ハップスター1P、エトドラク（200）2T　2×朝夕後　2日分処方となる。疼痛が持続するようであれば再検査か他科受診検討とのこと。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、妄想発言や逸脱行為はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～20時～翌6時まで時間隔離中。ホール内徘徊しており、時折、奇声を発することあるも、他者トラブルはなく経過している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・和田　昌様～多弁さあるが、他者トラブルなく経過。引き続き、トラブルのないよう観察を行っていく。
・松本　好子様～朝食は不食している。昼食は再三の促しにて、主食1/3、副食1/3摂取している。引き続き摂取状態の観察と精神状態の観察を行っていく。
・曳木　一守様～帰宅要求を訴えるも行動化なし。希死的発言はなく対応は穏やか。引き続き、精神状態の観察を行っていく。
・下村　慶子様～大腿部痛を訴え、伊藤Dｒ指示にて大腿部レントゲン検査実施。大腿部頚部骨折の所見あり。ご家族へ連絡している。ご家族、明日来院予定。
　　　　　　　　排便-6日目にてケンエーG艦長60ml　1本処方となり施行する。
・工藤　謙一様～下肢の火照りを訴え、「薬がほしい」と話す。切迫した様子はなく、担当医に伝えること話すと了解されている。以後、訴えなし。
（入院患者様情報）

日　　時：9月18日　11:30

　病棟病室：東病棟Bユニット3号室

　氏　　名：佐々木　常夫様

　生年月日：昭和44年10月20日

　性　　別：男性

　病　　名：統合失調症

　入院形態：任意入院(当院4回目)

　主治医　：田名部Dr(外来診察：窪田Dr)

　

　入院に至る経緯：

　　当院へ3回の入院歴がある。

　　H29.7.19当院退院後は当院への外来通院、訪問介護ステーション「五福」

　を利用しながら単身生活を送っていた。時折、身体不調を訴え、救急要請

　することもあった。また、内服も不規則であり、大量に服薬することもあ

　った様子。飲酒や煙草、一食1000円という食費のかけ方もあり、金銭的に

　困り社協から金銭を借りていることもあった。

　　H29.9.18本人より架電あり。「9月9日に処方してもらった薬を3日後に

　なくした」と話、けいれん発作で何度も倒れたと訴える。11：30当院受診し

　本人より入院希望があり、症状改善目的にて当院4回目の入院(任意入院)

　となる。

　

・カードなし
